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「がん医療の充実」分野

１．がん診療提供体制等の充実
①がん診療提供体制
②治療法の充実
③チーム医療の推進
④病理診断
⑤支持療法
⑥リハビリテーション
⑦妊孕性温存療法

２．希少がん・難治性がん対策

３．小児がん・AYA世代のがん対策

４．高齢者がん対策
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⑤支持療法
⑥リハビリテーション
⑦妊孕性温存療法



「がん診療提供体制等の充実」分野の見直しの検討の視点①

4

【診療提供体制】

がん医療が高度化する中で、引き続き質の高いがん医療を提供するため、

均てん化に加えて、拠点病院等の役割分担を踏まえた集約化を推進しては

どうか。

新型コロナウイルス感染症の拡大時等においても、必要ながん診療を提供

できるよう、平時における準備等の対応を含めて、地域の実情に応じた連

携体制を整備する等、取組を進めることとしてはどうか。

がんゲノム医療をより一層推進する観点から、がんゲノム医療中核拠点病

院等を中心としたこれまでの取組を引き続き進めることとしてはどうか。

拠点病院等の整備指針（令和４年８月改定）の考え方並びに第３期基本計画中間評価及び前回の議論も踏
まえ、以下の主な論点についてどのように考えるか。



「がん診療提供体制等の充実」分野の見直しの検討の視点②
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【各治療法の充実】
患者が、それぞれの状況に応じた適切ながん医療を受けられるよう、標準
的治療の提供に加えて、科学的根拠に基づく高度な治療法の提供について
も、医療機関間の連携体制の整備等の取組を進めることとしてはどうか。

国民が、がん医療に関する正しい情報を得ることができるよう、科学的根
拠に基づく治療法に関する情報提供及び普及啓発を推進することとしては
どうか。

【チーム医療の推進】
多職種連携によるチーム医療の提供をさらに充実させる観点から、拠点病

院等において、地域の医療機関との連携も含め、チーム医療の提供体制の

整備を進めるとともに、都道府県拠点病院連絡協議会において、拠点病院

等と地域の医療機関との多職種による連携体制について議論することとし

てはどうか。

拠点病院等の整備指針（令和４年８月改定）の考え方並びに第３期基本計画中間評価及び前回の議論も踏
まえ、以下の主な論点についてどのように考えるか。



「がん診療提供体制等の充実」分野の見直しの検討の視点③
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【支持療法】
患者が、治療に伴う副作用への見通しを持ち、身体的苦痛や外見の変化等があっ
た際に容易に相談できるよう、多職種による相談支援体制の整備や医療従事者へ
の研修の実施等を進めることとしてはどうか。

支持療法の更なる充実に向けて、実態把握を進めるとともに、科学的根拠に基づ
く支持療法が実施されるよう、関係団体等と連携し、専門的なケアが受けられる
体制の整備等に取り組むこととしてはどうか。

【リハビリテーション】

がん患者に対する適切なリハビリテーションの提供の観点から、引き続き、拠点

病院等を中心にがんのリハビリテーション研修を実施するとともに、研修の内容

も必要に応じて見直すこととしてはどうか。また、研修を受講した医師や看護師、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等の、拠点病院等への配置を推進すること

としてはどうか。

拠点病院等の整備指針（令和４年８月改定）の考え方並びに第３期基本計画中間評価及び前回の議論も踏
まえ、以下の主な論点についてどのように考えるか。



「がん診療提供体制等の充実」分野の見直しの検討の視点④
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【妊孕性温存療法】

妊孕性温存療法の一層の推進に向けて、研究班からの報告を踏まえ、が

ん診療と生殖医療の連携の下、情報提供と意思決定支援のための人材育

成等の体制整備をさらに推進するとともに、研究促進事業を通じたエビ

デンス創出に引き続き取り組むこととしてはどうか。

【評価】

評価については、引き続き、現況報告書及び患者体験調査等を用いるこ

ととしてはどうか。併せて、デジタル化の議論も踏まえ、情報の収集に

ついて、効率的な手法を検討することとしてはどうか。

拠点病院等の整備指針（令和４年８月改定）の考え方並びに第３期基本計画中間評価及び前回の議論も踏
まえ、以下の主な論点についてどのように考えるか。



２．希少がん・難治性がん対策

３．小児がん・AYA世代のがん対策

４．高齢者がん対策



「希少がん・難治性がん対策」分野の見直しの検討の視点
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患者及びその家族等への情報提供をさらに推進する観点から、拠点病院等における対応

状況や、医療機関間の連携体制等について、患者及びその家族等の目線に立った分かり

やすい情報提供を進めることとしてはどうか。

がんゲノム医療等の高度かつ専門的な医療へのアクセシビリティをさらに向上させるた

め、拠点病院等の役割分担に基づく連携体制の整備を進めることとしてはどうか。

適切な診断に基づく治療を提供するため、病理診断に係る希少がん中央機関と拠点病院

等との連携体制の整備を引き続き進めることとしてはどうか。

地域の実情に応じた診療提供体制の整備を推進する観点から、都道府県がん診療連携拠

点病院連絡協議会において、希少がん及び難治性がんの診療に係る連携体制について議

論することとしてはどうか。

評価については、現況報告書や患者体験調査等を用いることとしてはどうか。併せて、

デジタル化の議論も踏まえ、情報の収集について、効率的な手法を検討することとして

はどうか。

拠点病院等の整備指針（令和４年８月改定）の考え方並びに第３期基本計画中間評価及び前回の議論も踏
まえ、以下の主な論点についてどのように考えるか。



「小児がん・ＡＹＡ世代のがん対策」分野の見直しの検討の視点
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小児・AYA世代のがん対策をさらに充実させるため、小児がん拠点病院と、がん診療連携

拠点病院等や地域の医療機関、かかりつけ医等との連携を含め、地域の実情に応じた小

児・AYA世代のがん診療提供体制の整備を進めることとしてはどうか。また、小児がん拠

点連絡協議会において、引き続き、地域ブロックを超えた連携体制の整備を含め、小児・

AYA世代のがん診療提供体制について議論することとしてはどうか。

患者及びその家族等への情報提供をさらに推進する観点から、小児がん拠点病院等におけ

る対応状況や、医療機関間の連携体制等について、患者及びその家族等の目線に立った分

かりやすい情報提供を進めることとしてはどうか。

より良い長期フォローアップを推進する観点から、小児がん拠点病院と地域の医療機関及

びかかりつけ医等の連携を含め、地域の実情に応じた小児がんの長期フォローアップのあ

り方に係る検討を進めてはどうか。

小児がん領域における薬剤アクセス改善に向けて、小児がん中央機関等と関係学会等が連

携し、研究開発を推進することとしてはどうか。

評価については、現行の院内がん登録等に加えて、現況報告書や厚生労働科学研究班の報

告等を用いることとしてはどうか。併せて、デジタル化の議論も踏まえ、情報の収集につ

いて、効率的な手法を検討することとしてはどうか。

拠点病院等の整備指針（令和４年８月改定）の考え方並びに第３期基本計画中間評価及び前回の議論も踏
まえ、以下の主な論点についてどのように考えるか。



「高齢者のがん対策」分野の見直しの検討の視点
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高齢がん患者が、例えば、他臓器の合併症を併発している、介護施設等に入居して

いるなど、それぞれの状況に応じた適切ながん医療を受けられるよう、拠点病院等

と地域の医療機関及び介護施設等との連携体制の整備を進めるとともに、都道府県

がん診療連携協議会において、高齢がん患者に係る診療提供体制について議論する

こととしてはどうか。

高齢がん患者に対する適切な治療及びケアの提供を推進する観点から、これまでの

議論を踏まえ、高齢者がん診療の実態把握を進めるとともに、関係団体等と連携し、

更なるガイドラインの充実を進めることとしてはどうか。

高齢がん患者が適切な意思決定に基づき治療等を受けることができるよう、高齢が

ん患者及び家族等の意思決定支援に係る取組を推進することとしてはどうか。

評価については、現況報告書、患者体験調査及び遺族調査等を用いることとしては

どうか。併せて、デジタル化の議論も踏まえ、情報の収集について、効率的な手法

を検討することとしてはどうか。

拠点病院等の整備指針（令和４年８月改定）の考え方並びに第３期基本計画中間評価及び前回の議論も踏
まえ、以下の主な論点についてどのように考えるか。


